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■中央図書館 
　（142‐8000） 
■滝野図書館 
　（148‐3003） 
　休館日／月曜日、7/20､31 　 
■東条図書館 
　（147‐6050） 
■図書・情報センター 
　（140‐2004） 
　休館日／水曜日、7/20､31

行　事　名 と　　き じかん と　こ　ろ

「ピッピ」のおはなし会 

めるへん教室 

「ぐりとぐら」絵本の時間 
としょかんのおはなし会 
「おはなしくまのこ」のおはなしのじかん 
 

７月３日（土） 
８月７日（土） 

 ７月１０日（土） 
８月７日（土） 

 ７月１３日（火） 
７月１７日（土） 
７月１０日（土） 

 

１４：００～ 

１４：００～ 

１０：３０～ 
１４：００～ 
１４：００～ 

中央図書館 

やしろ国際学習塾 

中央図書館 

東条文化会館ホワイエ 

図書館での行事　～絵本のおはなし会など～ 

　「もしもし、○○○という本ありますか？」 
　「はい、その本なら中央図書館が持っていますが、
いま貸出中です。予約していただいたら、返却され
たときに確保して、こちらからご連絡させていただ
きますよ」 
　「電話ででも予約できるのですか」 
　「はい、電話でもできますよ」   
　図書館では、蔵書の有無や貸出の予約、ちょっと
調べたいことなど、電話によるお問い合わせも大歓
迎です。ご遠慮なく、お尋ねください。 
　図書館が気軽に利用でき、みなさまの暮らしのお
役に立てればと思っています。 
 

電話でのお問い合わせ、
　　　　　 大歓迎です！

『きのうの夜、おとうさんが 
　おそく帰った、そのわけは･･･』 
 市川宣子：著 

　あっくんのお父さ
んは、なかなか帰っ
てこない日がある。
そんな夜、お父さん
は、どこで何をして
いるのだろう。お父
さんが息子に語る、

四季折々の不思議な夜の物語。（児童
書） 

こんな本あんな本 こんな本あんな本 こんな本あんな本 

第60回　社会を明るくする運動 
～犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ～ 

　戦後間もないころ、貧困による少年の非行が社会
問題となっていました。こうした状況に心を痛めた
東京・銀座商店街の人たちが、昭和２４年に犯罪や非
行の予防、少年保護の必要性を広く訴えるために「銀
座フェアー」と称してさまざまな催しを行いました。
　これをきっかけに、昭和２６年から「社会を明るく
する運動」という名称で全国的な運動として展開され、
一度も途切れることなく、今年で６０回目を迎える
ことになりました。 

～7月は“社会を明るくする運動”強調月間です～ 
　安全で安心な暮らしを送ることができる地域社会の実現は、すべての人の願いです。しかし、新聞
やテレビなどを見ると事件の報道がない日はありません。犯罪や非行のない社会を築くためには、取
締りを強化し、罪を犯した人を処罰することも必要です。でも、それだけで本当に十分なのでしょうか。 
　安全で安心な暮らしを実現するためには、私たち一人ひとりが、犯罪や非行の防止、立ち直りは地
域の問題であることに気づき、自分たちができることから地域づくりを始めることが大切です。 

強調期間　 
　７月１日（木）～３１日（土） 
重点事項
　「立ち直りを支える取組についての理解促進」 
　「犯罪や非行をした人たちの就労支援」 
 

行動目標 
　①犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう。 
　②犯罪や非行に陥らないよう地域社会で支えよう。 
　③これらの点について、地域社会の理解が得られる 
　　よう協力しよう。 
 

第60回　社会を明るくする運動 第60回　社会を明るくする運動 


